
 

平成 29 年度岩手県工業用水道事業会計予算 

                                               

  （総則） 

 第１条 平成 29 年度岩手県工業用水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

  （業務の予定量） 

 第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

  北上工業団地地内及び岩手中部（金ケ崎）工業団地の各事業所に対し、次のとおり給水する。 

   給 水 事 業 所 数            18 事 業 所 

   年 間 総 給 水 量         14,303,985 立方メートル 

     う ち ろ 過 水 量          5,803,500 立方メートル 

   一 日 平 均 給 水 量             39,189 立方メートル 

     う ち ろ 過 水 量             15,900 立方メートル 

  （収益的収入及び支出） 

 第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。              

        収     入 

  第１款 工 業 用 水 道 事 業 収 益           971,184 千円 

   第１項 営 業 収 益         905,101 千円 

   第２項 財 務 収 益              40 千円 

   第３項 事 業 外 収 益          66,043 千円 

        支     出 

  第１款 工 業 用 水 道 事 業 費 用           942,098 千円        

   第１項 営 業 費 用         863,337 千円 

   第２項 財 務 費 用          52,493 千円 

 

  



 

   第３項 事 業 外 費 用          25,768 千円        

   第４項 予 備 費            500 千円 

  （資本的収入及び支出） 

 第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 388,973 千円は、過年度分損益勘定

留保資金 293,370 千円、当年度分損益勘定留保資金 80,635 千円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 14,968 千円で補てんするもの

とする。）。 

        収     入 

  第１款 資 本 的 収 入          201,900 千円        

   第１項 企 業 債          201,900 千円 

        支     出 

  第１款 資 本 的 支 出           590,873 千円 

   第１項 改 良 費         202,065 千円  

   第２項 企 業 債 償 還 金          300,781 千円 

   第３項 他会計からの長期借入金償還金          85,886 千円 

   第４項 国 庫 補 助 金 返 還 金          2,141 千円 

  （企業債） 

 第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法 

建設改良事業 201,900 千円  普通貸借又は証券発行。証券発

行の細目は、知事が定める。 

年９％以内（ただし、利率見直し方

式で借り入れる公的資金について、利

率の見直しを行った後においては、当

該見直し後の利率） 

 借入先の融資条件による。ただし、

財政の都合により償還年限を短縮し、

又は繰上償還をすることができる。 

  （一時借入金） 

 第６条 一時借入金の限度額は、202,000 千円と定める。   

 

 



 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

 第７条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

  営業費用と事業外費用 

  （議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

 第８条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、

議会の議決を経なければならない。 

  （１） 職 員 給 与 費             123,885千円 

（２） 交 際 費                  50 千円 

  （他会計からの補助金） 

 第９条 第二北上中部工業用水道における金ケ崎ろ過施設（第二期）の維持のため一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、27,738 千円である。 

  

   


